








にあるため，情報リテラシー・入門では e-Learning システムである HITs において，Typing 練









































































































































































列 B の各要素を x 軸 y 軸上に並べ，それ
の交点を縦横の辺で結合し，文字列 A の
i 番目の文字と文字列 B の j 番目の文字が































































a b i e f

























a b i e f
0 0 0 0 0 0
a 0 1 1 1 1 1
b 0 1 2 2 2 2
c 0 1 2 2 2 2
d 0 1 2 2 2 2







◦文字列 A の i 番目の文字と文字列 B
の j 番目の文字が等しい場合は，編
集グラフで（i，j）から（i － 1，j －
1）に進む。（編集グラフ上では左斜
め上に進む）
◦文字列 A の i 番目の文字と文字列 B
の j 番目の文字が等しくない場合は，





















































































Word 自動採点システム HITs の構築と運
用」，愛知大学情報メディアセンター紀要　
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